
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大量退職・大量採用の状況が続く中、若手教員の
着実な資質向上は重要な課題となっています。初任
者及び若手教員の育成をより効果的に進めるため、
令和２年度から小学校・中学校・義務教育学校の校
内初任者研修において「とっとりメンター方式」へ
段階的に移行しています。令和４年度には実施校を
拡大し、令和５年度には拠点校方式から「とっとり
メンター方式」へ完全に移行する予定です。  

【初任者全体に占めるメンター方式の割合】 
 
 
 
 

 
 
  
「とっとりメンター方式」における初任者研修では、校内指導教

員、メンターチーム、その他教職員が初任者にかかわることをとお
して自らを振り返ったり、新たな学びを得たりします。初任者は、
多くの教職員からの積極的なかかわりによって成長し、めざす教師
像を明確にすることができます。 

これら教師の成長を効果的に図ることができるようにするため、
「とっとりメンター方式」では「初任者研修サポート教員」を置き
ます。「初任者研修サポート教員」は、校長の人材育成方針を理解
し、校内指導教員等と連携を図りながら初任者及びメンターチーム
に様々な形でかかわり、支援・指導・助言を行う役割を担っていま
す。（別紙資料１、２参照） 
 
                   ※変更点は下線部 
 
①校内研修の役割分担 

【授業実践】【事前・事後指導】校内指導教員 又は 授業指導員（小）、教科指導員（中） 
【示範授業】校内の様々な教職員 

 【一般研修】初任者研修サポート教員（一部他の校内教職員も可） 

※令和３年度は初任者研修サポート教員が担当可能としていました。 
 【メンターチーム研修】メンターチーム、初任者研修サポート教員等 
②メンターチーム内の基本研修（２・３年目）対象者に対する軽減措置 

【R2～R3】集合研修（２回目）免除→【R4】各基本研修の校内研修の読替に変更 
  

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

２０％ ４０％ ５０～６０％ １００％ 

作成書類の削減・簡素化 初任者の経験・状況による一般研修の軽減措置 

【計画書】４種類→３種類に削減、記載項目の簡素化 
【報告書】４種類→３種類に削減、記載項目の簡素化 
【指導記録】記述式→時数集計式に簡素化 
【週時程】記載項目の簡素化 

【教職大学院修了者】年間３０時間減 
【公立学校常勤講師３年以上】年間１０時間減 

※来年度から対象を拡大し、県外公立学校も含めます。 

【教員免許状更新講習を受講】年間３０時間減 
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初任者研修の組織体制を活用した校内人材育成システムの構築に向けて 
～小学校・中学校・義務教育学校における「令和４年度版とっとりメンター方式」の概要～ 

別紙資料１ 

「とっとりメンター方式」では、校長の人材育成方針のもと、 
初任者研修の校内組織を有効活用し、 

初任者の育成と同時に教職員全体、特に若手教員やミドルリーダーの育成を図ります。 

主体的に学び続ける 
意識の高まり 

「とっとりメンター方式」への令和 5 年度完全移行に向けて、令和２年度から行っている負担軽減策は今後も継続します。 

令和４年度版とっとりメンター方式の変更点 

別紙資料１・２は、県教育センターホームページに掲載し
ています。参考資料もあわせて御覧ください。 

【ホームページ掲載場所】「教育センター」→ 
「各種資料等」→「メンター方式関連資料」

小学校において、授業実践と
事前・事後指導のみを担当す
る「授業指導員」を新たに置
くことができます。 

【URL】https://www.pref.tottori.lg.jp/kyoikucenter/ 【e-mail】kyoikucenter@pref.tottori.lg.jp  



フォーム集はこちらから 

 GIGA スクール構想推進強調月間（GIGA 月間）の主な取組   
 
 
 
 
 
 
 

（１）Google 社による Google Workspace の操作等研修会 
 Google 社から講師を招聘し、下記の日程で、Google Workspace の基本的な操作等に関する研修会を実施し

ました。Google Workspace の特徴や利点からドライブ、クラスルーム、フォーム等のツールの活用方法まで

丁寧に説明していただき、参加者にとって有意義な研修会となりました。 

（東部地区）令和３年１１月８日（月）  会場：県教育センター 

（中部地区）令和３年１１月１８日（木） 会場：県教育センター 

（西部地区）令和３年１１月２９日（月） 会場：県立武道館 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ICT を活用したとっとり授業改革推進事業に係る公開授業 
 

 

 

 

 

 

（公開授業スケジュール） 

 

 

 

 

 

（３）コピーして使えるフォーム集を教育センターHP に掲載  

 

 

 

 

 

 

 

県教育委員会では、GIGA スクール構想における１人１台端末の効果的な活用をさらに推進するた

め、令和３年１１月８日（月）から令和３年１２月１０日（金）までを「GIGA スクール構想推進強

調月間（GIGA 月間）とし、様々な取組を実施しているところです。 
 ここでは、取組の一部を御紹介します。 

①鳥取市立日進小学校   令和３年１１月１２日（金） 
②大山町立名和中学校   令和３年１１月１６日（火） 
③鳥取市立江山学園    令和３年１１月２４日（水） 
④倉吉市立上小鴨小学校  令和３年１１月２６日（金） 
⑤鳥取市立南中学校    令和３年１２月 ２日（木） 
⑥鳥取市立美保南小学校  令和３年１２月１３日（月） 

フォームで問題を作

成することができ自

信がつきました。こ

んなに簡単に画像が

取り入れられること

にびっくりし、感動

しました。 
 

色々な可能性を感じる

ことができました。ア

ンケートの機能などを

活用すれば、教員の負

担を減らすことにもつ

ながると感じました。 

今までドライブの使い方

を、なんとなく理解して

いましたが、理解を深め

ることができました。 

参加者の声 

ICT 活用推進地域の小中学校および学びの創造推進校において、ICT

を活用した公開授業を実施しています。１１月１２日（金）に行われ

た鳥取市立日進小学校（４年・算数「小数のかけ算やわり算」）の公開

授業では、ジャムボードで小数倍の概念を視覚的に理解し相互に説明

し合ったり、フォームで授業の振り返りをしたりするなどアプリが効

果的に活用されていました。また、ICT 活用に慣れている子どもたち

の姿から、普段使いが進んでいることを実感することができました。 

 学校現場で、児童生徒へのアンケートなど

で使えるフォーム集を作成しました。現在、

「いじめについて直接問う内容」、「学校生活

全体の児童生徒の状況を問う内容」、「児童生

徒の今の気持ちを問う内容（こころのもよう

メッセージ）」についてのアンケートを公開し

ています。今後、サイトは随時更新し、授業等

で使えるフォーム等を掲載していきますの

で、御活用ください。 

←お互いの答えをジャ
ムボードで確認中 

↑自分の考えをスクリーンを使って発表 

↑ツールの使い方の基礎をわかり

やすく教えていただきました。 

↑（案２－１小学校低学年） 
学校生活全体の児童生徒の 
状況を問う内容 


